
Ｓ市研修視察資料（2019 年 10月 02 日） ご質問を受けて 
お茶の水女子大学附属中学校 藤原大樹 

（１）－１ 図形領域の指導で大事にしていること 

統合的・発展的な考察に価値を見いだせるように、対象を動的に見る場面をちょこっとずつ設けています。 

例：多角形の角の和         ※平行線とくの字、凹凸四角形の角の和、星形五角形、・・・ 

（１）－２ 関数領域の指導で大事にしていること 

単元を通して表、式、グラフを関連付けて考えたり、表現したりする機会を設けるようにしています。 

例：「方程式のグラフ」 

具体的な事象について考えることを通して、「変域のあるグラフ」「方程式のグラフ」と出合う場面を設

定しました。 

（２）基礎・基本のおさえと低位生徒への支援について 

｢基礎・基本｣とは、「基礎的・基本的な知識・技能」ということでよろしいでしょうか？ 

知識・技能は、必要性と意味を大切にして生徒が習得できるようにしています。指導したい知識・技能ができ

るだけ問題解決的な授業において生徒の中から出てくるように仕向け、「こん

なときに必要だ」という実感をもちながら生徒が新たな知識・技能と出合う

ことができるように配慮しています。その後、その知識・技能を活用する場面

を設けて、上記の実感をいっそう膨らませられるようにしています。上記の

「方程式のグラフ」の後には「動的の問題」（教科書）について考察する場面

を設けました。 



なお、基礎的・基本的な知識・技能の定着を図るために、授業の後に５分でもよいのでノートを開いて復習す

ることを進めています（詳細は後述）。また、週１（金曜日の朝礼）の３分間の小テストを実施しています。低位

の生徒には、机間指導で重点的に見て声を掛ける他、週１の補習（月曜日の放課後、外部人材の活用）を行って

います。補習の対象者は小テストでの点数で決定しています。 

（３）グループやペアの活用について 

誰かが説明しているとき以外は、原則としていつでも互いに話し合ってよいとしています。ただ、みんなが集

中して静かに学びたいという場面では、声を出さないように指導しています。その方が、後で話し合いをすると

きに活性化します。互いの途中の考えを比較することで考えが深まる場面では、４人の学習班にして時間を決め

て活動をさせるようにしています。「一人ずつ順に自分の考えを伝え合う活動」「みんなで１つの解決をつくる活

動」など、学習形態を適宜活用しています。 



（４）ノート指導について 

問題解決の場面で、頼りになるのは、 

①他者（級友や先生） ②物（教科書や PC） ③過去の自分（記憶や記録）

の３つです。過去の自分に頼るときには、授業の成果や過程が残っているノートの存在がとても大切です。 

ノートの記述について、次の点を繰り返し伝えるようにしています。よいものを画像化して全体で共有する機

会を設けたこともあります。 

【ノートへの記述指導】 

・問題を解くとき、考えた過程がわかるように記述させる。

・間違えた問題は消さずに残させる。

・授業の振り返り（＝感想、疑問、予想など）をできるだけ毎回記述させる。

→できるだけ「はじめは～、途中で～、（最後は～）」という形式で書くとエピソード記憶が残りやすく、

学習効果が高い。                      ※自らの学習を調整する姿

→家庭学習ではなく、授業後の２分間を使うのも効果的。

授業中の声かけについても、できるだけしています。 

また、ノートを生かして家庭学習をするように声を掛けています。 

【家庭学習の指導】 

・授業があった日に、５分でよいのでノートを開いて「何を今日はやったかな」と思い出すようにさせる。 

・大事だと思ったことは色ペンなどで強調するようにする。

・その際、抱いた疑問や気付き、活躍した人の名前をノートに記述しておくと「エピソード記憶」として学

習内容の理解が強化されやすい。

さらに、ノートに考えた過程がわかるように記述させるためには、板書が大切です。板書をそのまま書き写す

だけではあまり学習効果は上がりませんが、自分なりに重要性を実感したり、自他の考えを比較したり、重要な

点を抽象化したりしながらノートを整理することには学習効果が大いにあると考えます。 



（５）ICT教材や電子黒板等の活用について

ICTを活用した授業は、「A 数と式」以外で実施しています。 

「B 図形」領域 ・・・ GC、Geogebra で図形を動かす。教師が提示する。生徒は頭の中で動かして欲しい。 

「C 関数」領域・・・ Grapes を提示用や生徒活動用で使っています。PCが一人一台確保されれば、一人ず

つ利用して活動させたいと考えています。 

基になる授業｢風車｣ 

「D データの活用」領域・・・ stathist、statbox、statlook を使って、問題解決

のために代表値や四分位数、統計グラフなどを瞬時に表示させています。一

人一台、二人一台で利用したことがあります。以下の PowerPoint のスライ

ドは、教材「小指ギャップ」の授業で実験をしてデータを収集し、教師が整

理した Excel の値を stathist にコピペすることで度数分布表と代表値、ヒスト

グラム等を表示させて分析し、考えた結果を整理したものです。 

既存の仮説を批判的に考察する 自ら仮説を立てて批判的に考察する 

生徒オリジナル作品 
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生徒オリジナル作品（表情が変わる） 


